
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

１．活動テーマ

＜テーマ＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・種の標本、ビニール袋に入った
種、丸く平面の容器と小型ペット
ボトル容器入りの種を用意する。
・標本の種とビニール袋入りの種
は、指先でつまんだり動かしてい
た。
・ビニール内で動く種を指先で押
してつぶそうとする子もいた。
・標本と2種類の容器の種を見比
べ、同じ形や色を見て同じものを
見つけ楽しむ子もいた。
・丸く平面の容器の種を見て「こ
れなに」と手に取り、振って音を
聞いていた。タンバリンのように
たたいて、音の感触を楽しむ子も
いた。
・保育士が「これなんだろうね」
と問いかけると「そらまめ」と答
えた。
・ペットボトルの容器の種を振り
音の感触の違いを楽しむ子もい
た。

・種から葉っぱを育てるという探究活動を行っている。初回の「種に触ってみよう」の活動
では、異年齢児と一緒の活動だったので、改めて種を見たり触れて子ども達が五感で楽しめ
るようにした。
・初回でも種の標本に興味を持っていたので、ビニール袋に種を入れると指先で種を動かし
たりつまんだりと、前回と違って指先で種を感じている子が多かったように思う。
・色や形の違いに気付いた子もいて、標本の種や容器の中の種を見比べて同じ形の種を見つ
けて保育士に伝えてくれたり、並べて見て楽しんでいる子がいた。
・透明な容器に入っている種を見ているうちに、匂いを嗅ぐようなそぶりを見せている子が
いたので、ティパックのような柔らかい袋に入れて、直接触ったり匂いがかげるようにして
みてもよいのではとアドバイスをもらったので、後日実践して子どもの姿を見てみようと思
う。
・他にも透明な容器を大きくしたり、形を変えて種を見たり、静かな場所で音を楽しめるよ
うにしてみてはともアドバイスをもらったので、後日実践する予定である。

・前回、種に触れ興味を持っていたので、今回はいろいろな色や
形の種を用意し五感で楽しめるようにした。

２.活動スケジュール

・少人数ずつに分かれ種が入った袋を、保育士と一緒に指先で触ってみ
る。
・平らな丸い容器や小型のペットボトルに入った種を振って音を聞いた
り、縦や横にしたり回したりしながら、種が転がる様子を見て楽しむ。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

＜テーマ設定理由＞
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　　　　１歳児…いろんな種に触ってみよう！

4.探究活動の実践

日時

・種を種類別に袋に入れて、指先で触れるものを用意する。
・丸い平らな容器（透明）と小型のペットボトルに種を入れたも
のを用意する。

＜活動内容＞

・保育士と一緒にビニール袋入りの種を指先で触ったり、押した
りつまんだりして感触を楽しむ。
・丸い平らな透明の容器に種を入れ種の色や形を見たり、振って
感触を楽しめるようにする。タンバリンのようにたたいたり、転
がして遊ぶ子もいた。
・小型のペットボトルに入った種を眺めたり、振って音の違いを
楽しむ。左右の手に一本ずつ持ち、振って感触を感じる。


